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1. 概要 

 私たちは、日本の街中でよく見られる行列について焦点をあてた。人々に行列

行動の選択を促すことが出来れば、消費の増大、経済成長の促進に繋がると考

え、本研究を行った。列に並ぶか・並ばないかの行動の差には、認知的不協和

という世界観が関連していると考え、認知的不協和の傾向が強い人ほど、より

長い時間をかけて列に並ぶという仮説を立てた。アンケートを作成し、サンプ

ルを収集し、回帰分析した結果、認知的不協和の傾向が強い人ほど、行列での

待ち時間が少ないという、仮説とは逆の結果が有意に得られた。これは、認知

的不協和の傾向が強い人は、「お店に入りたい」と「並びたくない」という矛盾

する２つの認知に対し、「行列が出来ているがたいして美味しくないに決まって

いる」と思うことで不協和を解消し、列に並ばない選択をするのだと考えた。 

2. 序文 

街中でよく見かける行列。これは、日本の文化となりつつある。普段、人々

は何かを得るために行列に並んでいる。例えば、人気のパンケーキ屋や宝くじ

の１番売り場などがある。しかし、全ての人が目的のために必ずしも並ぶとは

限らない。どんなに大人気のパンケーキ屋でも、待ち時間が 10 時間であるなら

ば、ほとんどの人は他の店を検討するだろう。ところが、待ち時間が 30 分程の

場合には、並ぶことを選択する人・しない人で分かれるだろう。 
私たちは、人々はどういった世界観に基づいて、行列に並ぶ・並ばないかを

判断しているのかについて疑問を感じた。そこで「行列に並ぶ」という行動は、

「認知的不協和」と関係しているのではないかと考えた。ここでの認知的不協

和とは、「矛盾する二つの認知の摩擦による不協和と呼ばれるストレスを、自分

の認知を都合の良いように解釈することで逓減させ、納得しようとする心理過

程」のこととする。タバコを例に挙げると、喫煙者にとって、「喫煙は身体に害

がある」という認知と「自分は喫煙している」という認知は不協和を起こす。

そこで、喫煙者は、「喫煙は身体に害がある」という認知を、「人は遅かれ早か

れ死んでしまうもの」という認知に置き換えることで、喫煙はそこまで身体に

害がないとして納得しようとする。これが認知的不協和である。 
行列に並ぶ・並ばないという行動にも、煙草と同様に何らかの認知的不協和

が働いていると考えた。「認知的不協和の傾向が強い人ほど、行列の出来る店は

美味しいに決まっていると考え、行列行動に至る」という仮説を立て、本研究

に至った。 
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3. 研究方法 

アンケートは、東京近郊の大学生を中心に 78 名に行った。東京近郊の大学生

を中心に行った理由として 2 つ挙げられる。第 1 に、東京近郊は行列という現

象が頻繁に見られる地域であるから、そして第 2 に、時間に余裕のある学生な

らば、行列に時間を費やせると考えたからである。より多くの回答を得るため

に google のサービスを利用し、インターネット上でアンケート調査を行った。 
アンケート項目は、認知的不協和の強さを測る設問①～④、⑥の 5 つ、行列

行動についての設問⑤の 1つを用意した。認知的不協和を測る設問を説明変数、

それに対し、行列行動を問うものを被説明変数として、設問を全て数値化して

回帰分析を行った。また、年齢・性別・出身地域により、行動に差異が出る可

能性を考慮し、これらを問う設問も付随した。なお、アンケートの設問に関し

ては巻末に付録する。 
 

4. 研究結果 

単回帰分析の結果、有意だったものを下記の表１に記す。回帰分析の際、設

問①・③の間食・飲酒の頻度を問う設問では、「全くしない」を 0 とし、選択肢

の順に 1,2,3…と数字を振り、数値化して行った。また、ダミー変数を用いた回

帰分析、重回帰分析では有意な結果は得られなかった。 
 
表１ 単回帰分析の結果 (有意水準 0.01→＊＊＊/ 0.05→＊＊/ 0.1→＊) 
説明関数 被説明関数 係数 P-値 有意水準 

③１週間にどれくら

い飲酒をしますか。 
⑤行列に何分待てま

すか。 
-10.4535 0.08545 ＊ 

(設問④で 1～4 を選択した、飲酒が身体に害だと思っていない 33 人に対して) 
 

⑥並んで入ったお店

に不満を持ったこと

がありますか。 

⑤行列に何分待てま

すか。 
-4.51511 0.03110 ＊＊ 

 
設問④で 1～4 を選択した、飲酒が身体に害だと思っていない 33 人に対して

行った、設問③と⑤の単回帰分析にて、有意な結果が得られた。係数が負であ

ることから、飲酒が身体に害だと思っていない人で、飲酒の頻度が多い人ほど、

待ち時間が短いことが分かる。また、飲酒が身体に害だと思わず、飲酒の頻度

が多い人は、認知的不協和の傾向が強い人であるので、認知的不協和の傾向が
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強い人ほど待ち時間が短いと言える。 
設問⑥と⑤の単回帰分析では、係数が負であることから、実際に並んで入っ

たお店に不満を持ったことが少ない人ほど、待ち時間が長いことが分かる。並

んで入ったお店に不満を持ったことが少ない人は、認知的不協和の傾向が強い

人であるので、認知的不協和の傾向が強い人ほど待ち時間が長いと言える。 
 

5. 考察 

 認知的不協和の世界観が強い人程、待ち時間が短いという結果と、認知的不

協和が強い人程待ち時間が長いという結果について、２つに分け、以下に考察

を述べる。 
 
１）お酒を害であると思わない人の中で、お酒を多く飲む人程行列に並ぶ時間

が短いことが分かる。つまり、不協和の度合いが強い程、並ぶ時間が短いと言

える。認知的不協和に関する代表的なお話である「すっぱいぶどう」でも、不

協和が生じたキツネが「このぶどうはすっぱいに違いない」と思い込むことで

不協和を解消した。同様に、不協和の度合いが強い人々は、「たいして美味しく

ないに違いないと」思うことで不協和を解消しているのではないだろうかと考

えた。 
 
２）並んで入ったお店に不満を持ったことが少ない人程、待ち時間が長いとい

える。つまり、不協和の度合いが強い程、並ぶ時間が長い。このことから、「こ

れだけ多くの人が並んでいるのだから美味しいに違いない」と思うことで不協

和を解消していると考えられる。 
 
認知的不協和が強い人ほど、待ち時間が長い、短いという２つの結果が出てし

まったことについては、その人の経験に影響を受けているのではないか。実際

にお店に並んだ後、お店に不満を抱いたか、満足したかの違いで、前者の場合

は、その後行列を見たときに「たいして美味しくないに違いない」と考え、後

者の場合は、「これだけ多くの人が並んでいるのだから美味しいに違いない」と

考えることによって、２つの結果が出たのではないかと考えた。 
 

6. 結論 
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7. 付録 

アンケートに用いた質問票を下記に掲載する。 
①あなたは１日にどれくらい間食をしますか。  
全くしない ・ 1 回 ・ 2 回 ・ 3 回 ・ 4 回以上 
 
②あなたは間食をすると太ると思いますか。  
(全く思わない) 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 (とても思う) 
 
③あなたは１週間にどれくらい飲酒をしますか。  
全くしない ・ 1 回 ・ 2 回 ・ 3 回～4 回 ・ 5 回～6 回 ・ 7 回以上  
 
④アルコール摂取は、脳細胞の破壊を加速させ、また依存性になる可能性があ

るという科学的証明があります。あなたは飲酒が身体に害があると思いますか。  
(全く思わない) 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 (とても思う) 
 
⑤あなたは、〇〇屋さん（あなたの大好物のお店）に電車で 1 時間かけて行き

ました。すると、そのお店の前にはなんと行列ができていました。あなたは何

分待てますか。  
・0 分  ・45 分 
・5 分  ・60 分 
・10 分  ・90 分 
・15 分  ・120 分 
・20 分  ・150 分 
・30 分  ・180 分以上 
 
⑥実際に並んで入ったお店に不満を持ったことがありますか。  
(全くない) 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 (よくある) 
 
⑦性別を教えて下さい。  
男・女 
 
⑧年齢を教えて下さい。  
  歳 
 
⑨出身地(6 歳～18 歳で主に過ごした地域)を教えて下さい。  
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・北海道 ・近畿地方 
・東北地方 ・中国地方 
・北陸地方 ・四国地方 
・関東地方 ・九州地方 
・中部地方 ・海外 
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